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街を､ 都会をスタジアムにして、

女性たちのコートリーグが､ 始まる。

ベニヤでは､ 熱き視線と喝釆が起こる、

この冬一番の

コートコレクションを開催中。
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ＫＯＢＥ●本店、エルベ店●ベージェー店●ウイング店
●さんちか店①イヴ･ サンローラン店
●西神プレンテイ店●ウインクハーバーランド店

ＯＳＡＫＡ●三番街店●ﾐ ﾅ ﾐ 店｡ 近鉄店
ＴＯＫＹＯ●銀座店●自由ヶ丘店●日比谷店
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ノ燈ﾛ ロ仏画死 《
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》⑳田崎真珠
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堂鐸

鶴Ｎ
Ｙ

’
１
‐秋

の
実
り
を
愛
し
む

光
の
よ
う
に
あ
で
や
か
な
、

ジ
ュ
エ
ル
・
エ
ク
ス
タ
シ
ー
。

！

－１
ノ

札幌･ 仙台･ 東京･ 成田･ 千葉･ 横浜･ 名古屋･ 京都
大阪･ 神戸･ 松山･ 広島･ 北九州･ 福岡･ 大村･ 長崎

ペンダン彫P t ･ K 1 8 ･ 南洋真珠･ メレタイセ／デザイン･ 制作加藤幸保

'11,Ｗ
１本社

〒6 5 O 神戸市中央区港島中町6 - 3 - 2
ＴＥＬ.(078)302-3321

東京本社
〒１０７束京都港区赤坂ｌ－４－ｌ
ＴＥＬ.(03)5561-8856

↓
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そ
の
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女
の
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戸

議議
ー

神戸文化ホールにて笹山幸俊神戸市長により点灯された“文化の灯" 。
このモニュメントは、アーバンリゾートフェア神戸' ９３の開催と神戸文化

ホール開館2 0 周年を記念して、彫刻家の新谷英子さんによって制作された
もので、神戸の文化が、これから一本の木の様に根を張り、幹や枝を伸ば
して大きく育ってゆくことをイメージしてデザインされたものです。
今後の新たな神戸文化の発展・創造を願い、“文化の灯' ．は永遠に灯し続

けられます。
財団法人神戸市民文化振興財団

ご緯戸麦牡亦= " Ｌ
電65 0神声市中央区柿田ｒ４Ｔｌｊ２券2号T H I . ､ ｲ 0 ' 7 8 )３５１－３５３５

、

ノ
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／

ＨＡＲＵＭＩ
蕊ＦＵ鯉悪ｐ

藤本ハルミ作品集
日本の伝統美きもの地を素材にモダンな洋服づくりを2 5 年
積み重ね、今そのライフワークを作品集として処女出版！

■作品集によるファッションパーティ
１２月１４日（火）Ｐ. Ｍ、６：３０～９：００
於／新神戸オリエンタルホテル真珠の間
チケット￥2 0 , 0 0 0 （作品集を含む）

作品集内容／P a r t ｌ月刊神戸っ子連載の作品とエッセイ“季節の女”
P a r t Ⅱ２５年間の代表作品とパーティドレス集
P a r t Ⅲ対談／田辺聖子・新井満・森美代子

出版と主催／月刊神戸っ子神戸市中央区東町１１３－１大神ビル9 Ｆ
お問合わせＴＥＬＯ７８（3 3 1 ）２２４６ＦＡＸＯ７８（3 3 1 ）２７９５

、
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一
望
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神
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１

kInSinstreetgalIery<56〉

やぎまりこ
く洋画家〉

大阪府豊能郡在住

一二

篭。〆”

霞､；

ある日くロサンゼルス･ ディズニーランド〉

一世界の街角シリーズー
第１１回八木芙荊子

虚謬＝！

卸
圏

' , ときめきバンクかんしん? ’

は｢ 共感･ 対話･ 信頼, ｣ を企業
理念として､ 地域の文化･ 芸
術の育成に努めております唇
この" かんしんストリート
ギャラリー，･ も芸術の香りを
ほのかに漂わせたアートス
ポットとして､ 本年は､ 世界
の街角シリーズと題し、世
界の街角の風景を描いた作
品を紹介してゆきます｡

篭.三一。鍔雲Ｂ母

黒い、白い、太い、ほと
んどが原色のスエットスー
ツ姿の人達でいっぱい。チ
ョコレートで出来た様なカ
ラフルなお城｡ 中に入ると、
人形達の歓迎声、ぬいぐる
みの行進、すべてがまるで
オトギの国の夢の世界。ポ
ップコーンをほおばりなが
らしばし童心にかえったひ
とときでした。

興ず一幸

生田新道に面したストリートギャラリー

、劃

鍵

関西信用金庫
神戸市中央区下山手通2 丁目1 2 名〒6 5 0
P H O N E ( 0 7 8 ) 3 3 2 - 5 1 5 1㈹F日x( 0 7 8 ) 3 3 3 - 9 8 7 4
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１＝一例

写

ｈ］

『
戸

《

厨
神
戸
享
趣

〃
高
飛
込
〃
は
好
き
で
は
な
か
っ
た
。
遊
び
た
い
盛
り
だ
っ
た
し
、
母
に
対
す
る
反
発
も
あ
っ
た
。
「
こ
の
ま
ま
だ
と
高
飛
込
を
止
め

て
ぐ
れ
て
し
ま
う
」
と
心
配
し
た
母
の
す
す
め
も
あ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
テ
キ
サ
ス
州
マ
カ
ラ
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
へ
留
学
。
ロ
バ
ー
ト
・

レ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ド
似
の
コ
ー
チ
の
も
と
で
練
習
を
続
け
、
瓢
ロ
ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
高
飛
込
で
９
位
に
。
し
か
し
そ
れ
ま
で
Ｈ
標

に
し
て
い
た
対
象
が
な
く
な
り
、
い
わ
ゆ
る
バ
ー
ン
ア
ウ
ト
・
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
燃
え
尽
き
症
候
群
）
に
襲
わ
れ
何
も
や
る
気
が

起
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

と
り
あ
え
ず
大
学
に
は
入
っ
た
が
、
興
味
が
待
て
な
か
っ
た
。
か
と
い
っ
て
仕
事
を
す
る
に
も
そ
れ
ま
で
向
分
が
い
た
環
境
を
考

え
る
と
普
通
の
Ｏ
Ｌ
は
勤
ま
る
か
ど
う
か
不
安
だ
っ
た
。
そ
ん
な
と
き
タ
レ
ン
ト
事
務
所
か
ら
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
、
東
京
へ
。
「
選
手
の

頃
は
マ
ス
コ
ミ
嫌
い
だ
っ
た
の
に
、
因
果
な
も
の
で
す
ね
」
。
現
在
「
ハ
ロ
ー
ノ
・
コ
ウ
ベ
」
（
サ
ン
テ
レ
ピ
）
や
「
わ
い
わ
い
サ
タ
デ
ー
」

（
Ａ
Ｂ
Ｃ
）
、
「
リ
ゾ
ー
ト
の
風
」
（
テ
レ
ビ
和
歌
山
）
の
司
会
や
リ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
活
蹄
す
る
馬
淵
さ
ん
は
、
こ
の
加
月
に
約
７
年

住
ん
だ
東
京
を
離
れ
、
神
戸
に
引
っ
越
し
て
き
た
。
番
組
の
収
録
の
た
め
毎
週
末
神
戸
に
通
う
う
ち
、
タ
ク
シ
ー
か
ら
兇
た
神
戸
の

夜
景
が
き
れ
い
で
、
ふ
と
住
ん
で
み
た
い
な
と
思
い
、
決
め
た
。
「
思
い
切
っ
た
ら
早
い
ん
で
す
。
飛
込
み
た
い
に
瞬
発
力
で
で
き
る

の
が
あ
っ
て
い
る
」
と
語
る
彼
女
は
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

水
の
よ
う
に
軽
く

湾
謎＝

屑"

」

。。増信謹

#1ｆ
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詞
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牢
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目
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』
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馬
淵
よ
し
の
《
タ
レ
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》
＃
γ
米
川
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盈
壷
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蝉
一
寸
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Ｌ
堵

垂

汽
限
や
霊
』

毛
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電
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蕪
認
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g瞳

分■五●トヨ正一ｔ, アンⅡ■■､

時■アＨＰ伽ルー町叫祁唾

到趣_ー
お得なランチ・ディナー・宿泊パック
チケットあります。

女
た
ち
シ
リ
ー
ズ
第
４
弾
！

け｡ ' や・ピ■菌可訂

女
優
が
男
を
演
じ
て
、
そ
の
「
怪
演
」
ぶ
り
を

絶
賛
さ
れ
た
「
女
た
ち
の
十
二
夜
」
が

ニ
ュ
ー
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
し
て
再
び
登
場
。

餌霜Ｆ１，』剤廟

浬■』句ロァ巽早■■

雪 ；“一
”

『
咽ーー

Ｌ－国 Ｐ

b I n k P ヤゴU u l 亙司号ウイ甘凸 ? 1 Ｗ●▼ユ伊千、醜 TＷ討吟三宅1 ＨＤｐＱｳ甲島句β一切ﾛ , 国団間侭9

４

町p 郡可剛脚叶ヤコ' １１山Ⅷ頃

、
四
Ｆ 新神戸オリエンタル劇場

砺附靭馴神回叩1 ‘灼下飢而抑』胃､ R 上

キャスト

円城寺あや
山下裕子
白石加代子
高畑淳子
片桐はいり
内野聖陽
生瀬勝久
松本留美
小川範子
青山雪菜
鈴木裕美

ｐａ■零坑 P 、

■弔固画きり凹
面義庄Ｚ心持
■員川里ロ回憂
■５F や?
n ｺ －滴句荘酋ｒＭＲ
七脚I 幽千室駆ｇ
■匂蟹冨ウ体言⑭
Ⅸ祁冨脚捕罫

昌ｇ■千

舎垂■幅坑
8 ｍ雷易洪3 J や－９－伊

画が取酌両' " エシタハ聞制
写蛇t T m r R n 栓

寺鯛
遭

ワデ『ア醐画一m ：廿宮名戸唖直せ■刊■、野Ｐ

⑪

『より華やかに､より楽しく,より厘がしく』し

‐－

〆固雪
江

一一一一

１１月１４日（日）前売開始
諏申戸オリエンタル劇場チケットセンタ－
０７８－２９１－９９９９
１０号００Ａ. Ｍ～７２０O P M

嫌Ｗ･ 啓起ｲ ｸ ｽ ビｧ 服小田ﾛ l 迦志演出E 3 山仁

1 9 9 4 . 2．蕊今13§

全席指定
S席（１，２階席）６，０００円
Ａ席（3 階席）４‘０００円
ハイスクール・スタンバイ２，０００円
( 当日券､ 中高生のみ、但し土､ 日､ 祝日
の公演は除く、学生訂提示要）＆

オ
盟別E A f嬰函2一堂.哩回宮帝咽皿h m Q z u ヨ
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両
神
戸
っ
子
翌

Ｊ
Ｃ
Ｉ
世
界
会
議
に
向
け
て
永
田
耕
一
〈
窒
蕊
雲
行
書
〉
…
米
田
定
蔵

弘
年
ｎ
月
ｎ
日
か
ら
即
日
ま
で
開
催
さ
れ
る
、
Ｊ
Ｃ
Ｉ
（
国
際
青
年
会
議
所
）
世
界
会
議
神
戸
大
会
の
実
行
委
員
長
を
務
め
る
。

海
外
か
ら
約
百
ヵ
国
・
地
域
５
千
人
、
日
本
を
含
め
総
勢
１
万
７
千
人
の
会
員
の
ま
と
め
役
と
し
て
、
諸
事
の
準
備
に
忙
し
い
。

「
神
戸
は
、
都
市
機
能
の
中
枢
や
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機
能
が
一
ヵ
所
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
か
ら
い
い
ん
で
す
よ
。
街
の
サ
イ
ズ
が

い
い
っ
て
い
う
の
か
な
。
た
だ
、
今
回
の
よ
う
に
何
千
、
何
万
と
い
う
人
数
に
な
る
と
、
も
っ
と
大
き
な
会
場
が
必
要
だ
し
、
そ
れ

だ
け
の
人
が
食
事
を
と
れ
る
場
所
も
い
る
ん
で
す
。
」

こ
の
点
が
、
神
戸
が
〃
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
・
シ
テ
ィ
〃
と
な
る
た
め
の
課
題
で
あ
り
、
今
回
の
Ｊ
Ｃ
Ｉ
世
界
会
議
が
い
い
意
味
で

の
実
験
台
に
な
れ
ば
、
と
忙
し
い
中
、
神
戸
の
街
に
つ
い
て
考
え
る
。

「
こ
の
世
界
会
議
を
Ｊ
Ｃ
の
内
輪
だ
け
の
も
の
で
終
ら
せ
た
く
な
い
ん
で
す
。
例
え
ば
〃
ジ
ャ
ズ
・
ス
ト
リ
ー
ト
〃
や
〃
秋
の
芸

術
祭
″
〃
グ
ル
メ
・
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
〃
な
ど
、
秋
に
は
神
戸
ら
し
い
催
し
が
た
く
さ
ん
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ら
を
ま
と
め
て
、
神

戸
の
秋
の
祭
り
を
作
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
方
に
神
戸
に
来
て
も
ら
っ
て
、
の
ん
び
り
と
〃
神
戸
ホ
リ
デ
ー
〃
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
…
。
そ
ん
な
こ
と
の
き
っ
か
け
と
し
て
、
Ｊ
Ｃ
が
や
っ
た
こ
と
を
街
に
残
し
た
い
ん
で
す
。
」

来
年
如
歳
を
迎
え
、
Ｊ
Ｃ
を
卒
業
。
世
界
会
議
大
成
功
と
い
う
素
晴
ら
し
い
卒
業
論
文
が
提
出
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
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充
実
し
た

展
覧
会
を
め
ざ
し
て

正誤出■

朝

山
口
静
治

■
問
い
合
せ
先

〒
噸
神
戸
市
長
田
区
宮
丘
町
一
の
四
の
一
八

国
画
会
兵
庫
事
務
所
山
口
静
治

宕
（
○
七
八
）
六
二
一
’
四
七
一
三

ある集い■国画会作家展

国
画
会
は
大
正
十
四
年
に
結
成
さ
れ

た
歴
史
あ
る
公
募
団
体
展
で
あ
る
が
、

神
戸
に
展
覧
会
が
巡
回
し
て
来
な
い
こ

と
も
あ
っ
て
一
般
に
は
な
じ
み
が
薄
い

会
で
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
神
戸
在
住
の

国
展
出
品
者
が
勉
強
会
も
兼
ね
て
地
元

で
の
展
覧
会
を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に

な
り
こ
の
会
が
発
足
し
た
。

出
品
者
は
会
員
、
会
友
と
そ
の
年
の

東
京
で
の
入
選
者
に
限
定
し
、
で
き
る

だ
け
質
の
高
い
展
覧
会
を
目
指
し
て
い

る
。
従
っ
て
春
の
国
展
に
落
選
す
る
と

そ
の
年
の
神
戸
作
家
展
へ
の
出
品
資
格

を
失
う
訳
で
、
非
常
に
厳
し
い
会
で
は

あ
る
が
、
会
の
雰
囲
気
は
温
か
く
、
和

気
語
調
と
し
て
い
る
。
こ
れ
も
ま
と
め

役
で
あ
る
絵
画
部
の
梅
宮
馨
四
郎
、
版

画
部
の
川
西
祐
三
郎
、
両
氏
の
人
柄
が

そ
う
さ
せ
る
の
だ
ろ
う
。

十
二
回
目
を
迎
え
た
今
回
は
絵
画
部

十
五
名
、
版
画
部
三
名
の
十
八
名
で
、

構
成
人
数
と
し
て
は
そ
ん
な
に
多
く
は

な
い
が
、
夏
の
京
都
で
の
関
西
国
展
で

は
こ
の
会
の
一
般
出
品
者
の
ほ
と
ん
ど

全
員
が
受
賞
す
る
等
、
確
実
な
歩
み
を

し
て
い
る
と
自
負
し
て
い
る
。

今
後
は
よ
り
充
実
し
た
展
覧
会
を
目

指
す
と
共
に
、
出
品
者
が
も
っ
と
増
え

て
い
く
よ
う
魅
力
あ
る
会
づ
く
り
に
、

努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
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第
十
六
回
展
は
、
さ
ん
ち
か
ギ
ャ
ラ

リ
ー
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
じ
さ
い
で
十
月

二
十
一
日
同
時
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

大
作
一
点
と
小
品
一
点
を
持
ち
寄
り
、

両
会
場
の
陳
列
を
済
ま
せ
、
総
会
を
兼

ね
た
集
ま
り
の
面
々
で
す
。

出
席
者
は
、
石
阪
春
生
、
岩
瀬
憲
一
、

上
尾
忠
生
、
梅
宮
馨
四
郎
、
大
垣
泰
治

郎
、
大
西
江
二
、
片
山
直
、
亀
井
貞
雄
、

高
崎
研
一
郎
、
中
西
勝
、
西
村
功
、
山

田
文
宏
。

顧
問
の
伊
藤
誠
さ
ん
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー

あ
じ
さ
い
の
中
院
俊
子
さ
ん
の
顔
も
み

え
ま
す
。

◇
ギ
ャ
ラ
リ
ー
あ
じ
さ
い
に
て

神
戸
洋
画
会
展

ＩＩ
ｐ
二全

尋
q q

一

坤
君
■
ｅ
ｆ
Ｉ
△

翠，．ｉ‐
Ⅵ

広= 頚

ｒ
『
エ
ー

ある集い■神戸洋画会

■

｡

難
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私
達
親
和
高
女
三
十
八
回
生
、
〃
つ

く
し
会
〃
は
、
毎
年
同
窓
会
を
開
い
て

い
る
。
今
年
も
五
月
に
集
っ
た
。
戦
時

中
、
学
徒
動
員
令
に
よ
り
、
工
場
で
働

き
、
空
爆
の
下
を
逃
げ
回
っ
た
時
を
共

有
す
る
先
生
と
私
達
は
、
お
互
い
を
い

と
お
し
む
心
が
強
い
よ
う
に
思
う
。
今

年
は
も
う
一
度
、
今
井
さ
ん
の
リ
サ
イ

タ
ル
が
、
ミ
ニ
ク
ラ
ス
会
と
な
っ
た
。

今
井
さ
ん
を
、
同
期
生
と
云
っ
て
紹
介

す
る
の
は
、
少
々
気
後
れ
が
す
る
。
芸

術
家
に
年
は
な
い
の
だ
か
ら
。
お
な
じ

よ
う
に
、
家
庭
、
子
育
て
と
覇
時
を
経
て

い
る
の
に
、
何
と
い
つ
ま
で
も
み
ず
み

ず
し
く
美
し
い
事
か
。
天
性
は
勿
論
な

が
ら
、
や
は
り
弛
ま
ぬ
努
力
と
精
進
に

違
い
な
い
。
〃
年
だ
か
ら
〃
と
開
き
直

る
私
達
に
、
〃
喝
″
を
入
れ
ら
れ
た
日

で
も
あ
っ
た
。
今
回
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
中

の
〃
古
諸
な
る
古
城
の
ほ
と
り
“
は
、

本
当
に
な
つ
か
し
い
思
い
で
あ
っ
た
。

こ
の
詩
は
、
国
文
の
授
業
で
、
故
出
口

八
重
先
生
か
ら
、
云
葉
、
七
五
調
の
韻
律

の
美
し
さ
を
教
わ
り
、
情
感
の
こ
も
っ

た
朗
詠
も
聞
か
せ
て
頂
い
た
。
同
時
進

行
で
、
音
楽
の
出
口
先
生
（
後
に
八
重
先

生
と
御
結
婚
）
に
、
歌
曲
と
し
て
教
わ
っ

た
。
そ
し
て
今
回
、
先
生
の
愛
弟
子
で
あ

る
今
井
さ
ん
の
美
声
と
歌
唱
力
に
よ
っ

て
、
絶
品
の
藤
村
詩
を
聞
か
せ
て
頂
く
事

が
出
来
た
。
感
無
量
で
あ
っ
た
。
先
生
御

存
命
な
ら
ば
、
ど
ん
な
に
お
喜
び
に
な

ら
れ
た
事
か
と
、
涙
が
あ
ふ
れ
た
。
大

輪
の
花
の
よ
う
な
今
井
さ
ん
〃
歌
に
生

き
愛
に
生
き
〃
い
つ
ま
で
も
歌
い
続
け

て
下
さ
い
・
心
か
ら
拍
手
を
送
り
ま
す
。

親
和
高
女

″
つ
く
し
会
″

●
神
戸
っ
子
同
窓
生
交
歓

ノ
ー

Ｉ

霊
/ 哀ミ

ーも二

)§$雨;宣慰
一
一｛

｛

難
＆

篭

彰

ＪＲ

Ｌ

後列左より鷲尾和子さん､ 小倉多恵さん､ 藤枝義子さん蕊井上文子さん。
前列左より伊藤榛子さん､ 永田典子さん､ 今井勲子さん､ 豊岡久美子さん､ 佐々 木京子さん､ 水上君子さん。

＜芦雲,

昌磐

〆

p ｰ
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笹山幸俊氏
.､ノノl‘フヘ人Ｉ

■

|歪

国

一
一
》 聯

、 国

瀞，

ダ

蔓

〃本のﾉ ､ 一ルブリンーとｘよ" 峠紀さんと

' 9 3 ＵＳパールプリンセス来日
全米､ 5 0 0 人以上の中からＵ・Ｓ．

Ｐ．Ｐ､ に輝いたローラ・デイワイエ
ルドさんが来日。その歓迎パーテ
ィーが1 0 月１９日、ホテルオークラ
で行われた。

再選後初登庁し、職員の欲迎を受ける。

ﾈ 申戸市長I こ笹山さんが再選
１０月２４日、任期満了に伴う神戸

市長選挙が行なわれ、笹山幸俊氏が
再選された。「ぬくもりと活力ある
街作り」に向けての今後の活動が期
待される。

辱＝寺

●

一や牡

オーープニングセレモニーであいさつする貝原陵民知躯 " 弛環j j r プガ′､ でｨ よ扇j j ﾉ 肘脳P にｵ 州‐る鯉零か

pＦｆ

室
玉
一

$蔦

■０曲

兵庫の祭り。
夢のある暮らし
に向けて

ビ
／

'蝿

「第５回ふれあいフ
ェスティバル｣ が" 環境
夢空間一新らしいライ
フスタイルの創造”を
テーマに1 0月2 3 , 2 4 日、
明石公園で行われた。
会場内には環境問題、
スポーツ、食などをテ
ーマにしたさまざまな
イベントが組まれ沢山
の市民で賑わった。

蝋
や戯 、蝋や戯

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



今
の
若
い
人
に
と
っ
て
、
一
番
興
味
あ
る
、
表
現
活
動
と
い
う
の
は
何
だ
ろ
う
か
。
た
ぶ
ん
音
楽
だ
と
思
う
。
音
楽
は

直
接
感
覚
に
働
き
か
け
、
そ
し
て
気
持
ち
よ
く
し
て
く
れ
る
。
音
楽
を
聴
く
と
き
、
こ
れ
は
芸
術
だ
、
こ
れ
は
芸
術
で
な

い
と
考
え
て
聴
く
人
は
い
な
い
。
音
楽
は
今
の
所
、
充
分
に
そ
の
存
在
場
所
を
確
保
し
て
い
る
。

表
現
芸
術
と
し
て
の
絵
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
た
ぷ
ん
に
表
現
芸
術
と
し
て
の
役
割
は
終
り
つ
つ
あ
る
気
が
し

て
な
ら
な
い
。
一
つ
は
全
く
デ
ザ
イ
ン
化
し
て
、
商
業
と
結
び
つ
い
た
表
現
。
一
つ
は
写
真
、
印
刷
と
結
び
つ
い
て
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
、
な
ど
と
も
関
係
を
も
ち
な
が
ら
、
マ
ス
コ
ミ
と
結
び
つ
い
た
表
現
。
も
う
一
つ
は
、

絵
で
は
な
い
が
、
Ｔ
Ｖ
と
の
関
係
、
ビ
デ
オ
な
ど
の
映
像
表
現
。
純
粋
な
絵
画
表
現
と
い
う
の
は
、
今
の
所
伝
統
工
芸
的

な
生
き
残
り
の
方
法
し
か
な
い
の
か
と
危
倶
し
て
い
る
。

た
だ
一
つ
言
え
る
こ
と
は
、
そ
れ
ら
前
者
の
表
現
は
、
す
べ
て
情
報
と
し
て
の
意
味
合
い
が
強
い
と
い
う
こ
と
で
、
デ

ジ
タ
ル
的
な
、
二
進
法
的
情
報
処
理
能
力
だ
け
が
問
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
人
が
新
し
い
も
の
を
生

み
出
し
、
ク
リ
エ
イ
ト
す
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
動
物
と
す
る
な
ら
、
そ
の
情
報
を
処
理
す
る
こ
と
だ
け
で
は
新
し
い

も
の
は
生
み
出
さ
れ
な
い
気
が
す
る
。
無
か
ら
有
を
つ
く
り
出
す
真
の
創
造
は
、
も
っ
と
原
始
的
な
、
言
い
か
え
れ
ば
、

ア
ナ
ロ
グ
的
な
手
仕
事
の
つ
み
か
さ
ね
か
ら
、
生
ま
れ
る
よ
う
な
気
が
す
る
の
だ
が
、
い
か
が
な
も
の
か
。

手
仕
事
の
つ
み
か
さ
ね
か
ら
生
ま
れ
る

,鐸。．‘
静篭霞

B r

手
留
置
釣
必

》
Ｊ
塵

A R T Ｋ○
榎
並
和
春

磯
r 洲

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



【経歴】
山梨県甲府市在住〈出身: 神戸市垂水区）
山梨大学美術科卒業
山梨県立甲府工業高校．県方同芸寓校
美術科調師（国画会所属）

Ｉ主な受賞歴ｌ
山梨美術協会協会賞受賞（昭5 5 ）
山梨県芸術祭宵受賞（昭6 1 ）
山梨県新人選抜展一山梨県立

美術館賞受賞作品収蔵( 平４）
第２回J A P A N 大賞展佳作賞( 平4 ）
圃両今展新人賞受賞( 平５）

蕊その他入選歴多数｡
粟京・山梨で個展1 0 回開催

【コメント】
海岸通りを､ あてもなく歩くのが好きだっ

た。他に行き蝿もなく、何かと言っては、ブ
ラブラと海岸まで下った。
最近神戸の街のことをよく思う。たぶん少

年時代を懐かしむ年になったのだろう。

q ｢ 印象神戸｣ 絵画展
大賞受賞作品
ｒ海と私と六角堂Ｉ」
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